
ロンドン、ニューヨークで
の料理修行で見つけた食材
を、おすすめのレシピと一
緒に紹介していきます。日
本ではあまり見かけない食
材も登場しますから、楽し
みにしていてくださいね。

去
年
の
秋
、
紅
葉
狩
り
に
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
ア
ッ
プ
ス
テ
ー
ト
の
森
を
訪

れ
ま
し
た
。
雨
上
が
り
に
し
っ
と
り
と

濡
れ
た
足
元
は
、
鮮
や
か
な
色
あ
い
の

葉
が
織
り
な
す
絨
毯
の
よ
う
。
そ
ん
な

中
、
紙
袋
を
片
手
に
何
か
を
探
し
て
い

る
女
性
連
れ
を
見
か
け
ま
し
た
。
紙
袋

の
中
身
は
、
見
た
目
が
椎
茸
に
似
た
マ

ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
で
し
た
。
毒
キ
ノ
コ
と

間
違
え
る
危
険
性
が
あ
る
か
ら
と
、
真

似
す
る
の
は
止
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
ワ

イ
ル
ド
・
マ
ッ
シ
ュ
ル
ー
ム
狩
り
に
新

鮮
な
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト

傘
に
傷
の
な
い
も
の
、
石
づ
き
が
し

っ
か
り
と
し
て
い
る
も
の
を
選
び
ま

す
。
調
理
す
る
時
は
、
な
る
べ
く
水
洗

い
を
避
け
、
濡
れ
た
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ

ー
で
汚
れ
を
ふ
き
取
る
の
が
一
番
で
す

が
、
汚
れ
が
激
し
い
時
は
、
さ
っ
と
水

洗
い
を
し
て
、
平
ざ
る
に
並
べ
、
よ
く

乾
か
し
て
か
ら
使
う
よ
う
に
し
ま
す
。

スペインを旅行中、バールに入っては必ず頼んだ大好きな一品
です。オリーブオイルとマッシュルームの煮汁がぐつぐつといっ
ている熱々を「あちち」と言いながら食べるのがポイントです。

材料：２人分

マッシュルーム（大）. . . . . . . . . . . . ８個

玉葱 . . . . . . . . . . . . 1/2個（みじん切り）

ベーコン . . . . . . . . . ３枚/0.5cm角に切る

にんにく . . . . . . . . . １かけ（みじん切り）

イタリアンパセリ . . 大さじ１（みじん切り）

塩、こしょう . . . . . . . . . . . . . . . . . 適量

オリーブオイル . . . . . . . . . . 大さじ３～４

作り方：
①マッシュルームは濡れたキッチンペーパーで汚れを
ふき取り、石づきの部分を取り除く。
②フライパンにオリーブオイル大さじ１（分量外）を
熱し、ベーコン、玉葱、にんにくのみじん切り、①の
マッシュルームの石づきをみじん切りにしたものの順
に炒める。塩、こしょうで味を整え、パセリを散らす。
③マッシュルームに軽く塩、こしょうをし、②の具を
つめ、上からオリーブオイルを回しかける。400Fの
オーブンで12分焼き、熱々を食べる。

１０月の食材
マッシュルーム

Mushroom

マッシュルームのオーブン焼き

堀池美由紀
コルドンブルー
ロンドン校に
て、フランス料
理・製菓を学ん
だ後、コンラン
卿プロデュー
ス・レストラン

「オルリー」で研修。「おいしく簡
単でおしゃれな家庭料理」をモッ
トーに活動中。問い合わせは
madamfigo@aol.com まで。

ちょっとうんちく
フランスで開発された人工栽培技術

が、移民によってヨーロッパからアメ
リカに伝わったのは19世紀初頭のこ
とでした。以来、その技術は進化を遂
げ、19世紀末にはアメリカが世界の
生産量でトップを誇ることになりま
す。一年中手に入るマッシュルームに
は、白くて丸い傘のホワイト・マッシ
ュルーム、肉厚で風味がよいブラウ
ン・マッシュルームなどがあり、低カ
ロリーで繊維質に富みます。マッシュ
ルームは旨み、香り、そして歯ざわり
を楽しむ野菜といえるでしょう。
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